
日程 :  第 1 回　4 月 18 日（水）18:00 ～

　　　 第 2 回　5 月　9 日（水）18:00 ～

場所：桜翔館 1 階 学習室

内容：企画書の書き方、選考会についてなど。

　ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクトとは、大学生活をさらに楽しく豊かにするために、学生（個人やグループ）が

自主的に企画・運営する独創的で魅力的なプロジェクトに対して、大学が費用を補助することで夢の実現を支援する事業です。

   平成 18 年度から始まった取組みも 7 年目を迎えました。毎年、学生たちの新しい発想によるさまざまなプロジェクトが、

大学を活気づけています。
   平成 24 年度もみなさんのアイデアを募集します。さらなる団結と充実をはかるために、サークルや学科、学年を越えたチー

ムでの応募も大歓迎です。どうぞふるってご参加ください。みなさんの夢を実現しましょう！ 

*YPU：Yamaguchi  Prefectural  University（山口県立大学）の頭文字をとったもの

平成 24年 4月 9日（月）

学生活動支援センター
Tel：083‐928‐3478　Fax：083‐928‐5769
Email：gakukatsu@yamaguchi-pu.ac.jp
URL：http://blog.ypu.jp/gakukatsu/

※プロジェクト企画書様式は、学生活動支援センター窓口、も

しくは学生活動支援センターのホームページからダウンロード

できます。

（手書きの場合は、ボールペンなどで記入。）

～平成 23 年度に採択されたプロジェクト～

事前説明会を開催します！
応募者を対象とした事前説明会を開催します。

応募を希望する人は、どちらか都合の良い方に参加してください。

（説明会は、第１回、第２回同様の内容です。）

YPU ドリームアドベンチャ—プロジェクト 2012 応募者対象

応　募　期　間 ：平成24年4月10日(火)～5月16日(水) 17時(厳守 )

応　　募　　先 ：学生活動支援センター窓口

予算と採択件数 ：【Ａ部門】10 万円以下 ( 採択予定数：５件 )

 　　　　　　　  【Ｂ部門】30 万円以下 ( 採択予定数：１件 )

選　考　委　員 ：学長、副学長、副理事長、学生支援部長、

　　　　　　　　生活支援グループリーダー、学生委員会代表、外部委員、

　　　　　　　　学生代表

応 募 必 要 書 類：プロジェクト企画書（Word）１部

応　募　条　件：平成 25 年１月の成果報告会までに完了するプロジェク　

　　　　　　　　トであること。

（※スケジュールは変更になる場合があります）

ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクト全体のスケジュール

4 月 10 日 ( 火 ) ～ 5 月 16 日 ( 木 ) ・・・応募期間

5 月下旬～ 6 月上旬・・・選考会（プレゼンテーション）

6 月中旬～・・・選考結果発表

10 月上旬・・・予算執行状況確認

11 月・・・中間報告

1 月中旬～下旬・・・成果報告会

1 月 24 日 ( 木 )・・・報告書提出

★これまでの各プロジェクトの活動の成果（中間報告・成果報告会の様子

など）は、学生活動支援センターのホームページで閲覧できます。

（成果報告書は、学生活動支援センター窓口で閲覧できます。）

プロジェクトに参加した学生の感想

URL：http://blog.ypu.jp/gakukatsu/activity/project/

　 学生活動支援センターホームページ
（ＹＰＵドリームアドベンチャープロジェクトのページ）

・Kids’English

( 地域の小学校で学生が英語を教えることで地域とのつながりを深めるととも

に、英語教員を目指す学生も実践的経験を積むことができる。)

・県立大学と地域をつなぐ、“ 着物喫茶 ”企画

( 地域の方々と学生とのふれあいの場所を提供し、交流を通して地域の活性化

へとつなげる。)

･宮野の宰相、寺内正毅ゆかりの地を巡る徒歩ツアー企画

( 宮野地域に点在する歴史的建造物や地域の歴史を学び、徒歩ツアーを企画し、

地域の活性化・宮野地区のアピールをねらう。)

･「「やまぐちの飾り」で地域との新しいコミュニケーションを創造する」

（「やまぐちの飾り」を用いた名刺等を作成し、県立大学ややまぐち地域を PR

する。)

･学生広報チーム

( 映像・写真等の媒体を利用し、「学生目線」で県立大学の情報を発信し、大学

の PR に役立てる。)

･災害ボランティア実行委員会「ぶちボラ YP 勇気」

( 震災の復興に向け、“ 私たちにできること ”を考え、ボランティア活動を実

行する機会をつくり、また学内外に向け情報発信をし、地域とのつながりを

構築する）

・様々な方の支えがあって、自分達の活動が実現できるのだということを実感し

た。

・大学への関心も増し、自分達が努力すれば。何だってできる大学だと感じた。

・活動を通じて地域の方々とのふれあう中で、人との出会いやつながりの素晴ら

しさを感じることができた。

質問なども受け付けます。

応募しようか迷っている人も、

是非気軽に参加してみてください。

ＹＰＵドリームアドベンチャー
　　プロジェクト 2012 募集！

「こんなことやってみたい！」

「大学生活をもっと楽しく！」

「○○ができると便利！」

どんな企画でもＯＫ！


